
次回の「治る体をつくる会」は ８/５（土）15：４0～17：２0 

場所：北町区民館 大広間 参加費500円 

自分の体・心・気との対話や様々なパターンでのストレス解消法 

治る体をつくる体操や超リラックス自律神経調整法を行います 

 

 

                                                       

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

     

  

  

 

 

 

 

 

 

《お名前》K・Kさん 練馬区北町より来院 

《来院理由》夜間の食いしばりからくる首、肩こりとめまい  
ボキボキゴリゴリやらない施術。とホームページで拝見し、来院しました。 

最初は症状が出ている原因も分からず、来院する度に先生とお話していくうちに 

「これだ！！」と分かってきて、症状も軽減していきました。 

良い状態をキープできるよう教えていただいた事を実践していきます。 

とても話しやすく丁寧な対応で、LINEで予約もできるので便利です。 

全身を診て頂ける整骨院で施術をした後ジワジワと良くなっていきます。 
 
＜院長より＞ 突然起きためまいと食いしばりとの関係は、いきなり分かったのではなく・・・ 

生活スタイル、めまい以外の体の状態、患者さんの思考の癖などからたどり着きました。 

食いしばりは睡眠時に交感神経優位（活動）の状態でいることがわかります。施術と雑談の中

で脳がリラックス出来るようになって頂きました。日頃から緩む体と心が大切ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第160号 
毎月1日発行 

こんにちは！院長の阿部です。ひかり整骨院とご縁を頂いている皆様、いかがお過ごしですか？ 

6月から梅雨ジメの日と真夏の暑さの繰り返しですね。寝る時の服装や室内の温度調節が難しいせいか？ 

風邪をひいている方が多いように感じます。高温、多湿の気候では疲労が溜まりやすくなりますよね？ 

気温20度湿度50％の気候、気温30度湿度90％の気候ではどちらが楽に過ごせますか？ 

もちろん前者ですよね？このように同じことをして過ごしていても梅雨・夏は疲労が蓄積します。 

疲労回復力を高めるには胃腸が元気でいる事が必須条件になります。胃腸の働きに必要なものは胃酸です。 

胃酸がしっかり出ないと、食べた物をドロドロに消化することが出来ません。 

そこで食事の最初に酸味のあるものを食べる事をオススメします。梅干し、酢の物、柑橘系の物、パセリな

どが良いと言われています。それに加えて・・・よく噛む事。口の中で細かくしてから胃に送り込む事で胃

の負担が少なくなります。体が疲れているのですから、胃腸も出来る限り省エネで過ごしたいですよね。  
久しぶりのベイスターズ情報です。なんと！セパ交流戦優勝しました（涙） 

あと3か月、このままの勢いでセリーグ優勝してほしいです。頑張れベイスターズ！！！ 

 

発行責任者／阿部健一  
住所： 〒179-0081 練馬区北町 1-24-13  
ＴＥＬ：03-5398-6988  
Ｅメール：hikari_nerima@yahoo.co.jp 
ＨＰ：hikari-sk.jp 

 

患者様からの喜びの声をご紹介！ 
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２０２３.７月号 

 

 



※吹き出しは、枠に入れて頂いた画像やお写真に

合った先生やスタッフさんのメッセージを例の

ように書いて頂けるスペースとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院長からの体と心が楽になる、とっておきの情報 

「人生のやりがいを取り戻した！Tさんの復活ストーリー」 

先月に引き続き、患者さんの復活ストーリーシリーズ 

今回のテーマは「どんなに不利な状況でも、先に良い結果を作り、イメージすることが大切」 

うたた寝をして腕を机の縁に当てていたことによって右腕に神経麻痺が起こり、 

親指と薬指を伸ばせなくなってしまったTさんのお話です。 
 
症状は《手首を反らすことが出来ない。親指と薬指が外側に開かない。上腕から指までのシビレ》 

Tさんはトリマーをされていて、ワンちゃんをショーに出すお仕事もされています。 

指が伸ばせなくなってしまったTさんはハサミを使うことが出来なくなってしまいました。 

それでもショーに出すワンちゃんのカットを少しでもしなければならない。でも出来ない！ 

という葛藤の中で、この状況でも何かできないか？という思いで様々な工夫をされ、 

根気強く治療を受けられた結果、奇跡の回復をされました。 
 
発症から1週間後に来院。ひかりの患者さんYさんと、Tさんのお師匠さんがお友達で 

「とにかく行きなさい」と言われての来院でした。事前にYさんから連絡を受けていましたが 

腕が動かない？腱鞘炎？くらいに思っていたので、実際にみてビックリ！しました。 

神経麻痺は症状の回復期間が全く読めません。整形外科の説明でも「時間がかかります」だったそうです。

ギックリ腰や肉離れのように、おおよその回復時期をお伝えすることが出来ないのです。 

初めておみえになった時の私の正直な感想は「これは厳しい・・・私に出来る事は何か？」でした。 

Tさんには「今の状態では、すぐに変化することは難しいです。神経の回復は数カ月単位でみていく必要が

あるので実際に治療をやってみないと、どうなっていくかも分かりません。とにかく経過をしっかり確認し

ながら治療をしていきましょう」とお伝えしました。 

その中で一番の救いになったのは、Tさん自身の症状への向き合い方です。 

現実として、どんな状態であってもワンちゃんをカットする気持ちが強いのです。 

指が動かない状態でも、動かせるような状態にするにはどうしたら良いか？ 

考えた結果が・・・自前の装具（画像）です。これには驚かされました！ 

「指が伸びないなら、伸びた状態を作る！開かないなら、開いた状態を作る！」 

私の想像を超える事をされていました。 
 
初期の施術は全身を良い環境に整える事。極端な表現をすれば、体の働きを麻痺の回復に集中させる状況を

作っていきました。私は施術をする際に、患者さんの体からの声を聴くのですが、幸いな事に初回から元気

サインを発信してくれました。このサインが出ている時は回復が早くなります。 

Tさんに「体の中では確実に変化しているのでとにかく経過をみていきましょう！」とお伝えしながら治療

をすると・・・翌日には痺れが軽減して、少し指が動くようになりました。これにはまたまたビックリ！ 

その後は整体・鍼灸・エネルギー療法を2～3日おきに続け、1週間でカットが少し出来るように！ 

階段を一段一段上るように症状に変化が起きていき、6週間で 

整形外科の先生から『治癒』と言って頂ける状態まで回復されました。 

整形の先生は、途中経過をみせに行くたびに「治りが早いね  」と 

驚いていたそうです。今回の奇跡の回復！の原動力はTさんの気合と執念です。 

何とかしなければという危機感と「私はカットをするんだ！」という 

出来ている未来を先に作ってイメージ出来たこと。これに尽きると思います。 
 
理想は現実化する！という言葉を聞いたことがあると思いますが、 

思っただけでは現実化しません  そこに行きつくための行動が必須です。 

Tさんの行動力が素晴らしい結果に繋がった。というお話です。 
 
皆さんも自分の体を信じて、目指す未来を先にイメージする。 

治療効果が倍増しますよ。自分の体を治してくれるのは自分の細胞です。 

ぜひ「体が楽になった時に何が出来ているか？」をイメージして治療を受けてみてくださいね。 


